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降誕前第 9 主日                   No. 44 
 

主日礼拝   

 

前奏 ｢天と地を支配する神｣ 

（S.ｶｰｸ･ｴﾗｰﾄ） 
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

招詞  

「わたしの魂よ、主をたたえよ。 

主よ、わたしの神よ、あなたは大いなる方。 

栄えと輝きをまとい 

光を衣として身を被っておられる。 

天を幕のように張り 

天上の宮の梁を水の中にわたされた。 

雲を御自分のための車とし 

風の翼に乗って行き巡り 

さまざまな風を伝令とし 

燃える火を御もとに仕えさせられる。」 

               （詩編 104:1～4） 
 

頌栄  27 「父・子・聖霊」 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

リタニ― 「地球は箱舟」 
 

司式者：正義を洪水のように 

    恵みの業を大河のように 

    尽きることなく流れさせよ。（ｱﾓｽ書 5：24） 

    わたしたちの地球は、 

みんな：宇宙に浮かぶ小さな箱舟。 

司式者：わたしたちの箱舟は、 

みんな：いろんないのちを育てます。 

一緒に：平和こそ箱舟への贈り物です。 

司式者：武器を捨てて聞き合い、 

    日毎の糧を分かち合えるように、 

みんな：どうぞわたしたちの心に道をひらいてください。 

司式者：あなたの正義が流れ出し、 

    愛の業があふれるように。  

みんな：どうぞわたしたちの心に道をひらいてください。 

司式者：箱舟のキャプテンであるイェスさまによって、 

一緒に：アーメン。 
 

祈祷 

 

献金 

 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖書 創世記 1:1～5、24～31 
                    旧約(新共同訳)P1～P2 

 

 1 初めに、神は天地を創造された。2 地は混沌で

あって、闇が深淵の面にあり、神の霊が水の面

を動いていた。3 神は言われた。 

「光あれ。」 

こうして、光があった。4 神は光を見て、良しと

された。神は光と闇を分け、5 光を昼と呼び、

闇を夜と呼ばれた。夕べがあり、朝があった。

第一の日である。 

 24 神は言われた。 

「地は、それぞれの生き物を産み出せ。家畜、

這うもの、地の獣をそれぞれに産み出せ。」 

そのようになった。25 神はそれぞれの地の獣、

それぞれの家畜、それぞれの土を這うものを造

られた。神はこれを見て、良しとされた。  

26 神は言われた。 

「我々にかたどり、我々に似せて、人を造ろ



う。そして海の魚、空の鳥、家畜、地の獣、地

を這うものすべてを支配させよう。」 

27 神は御自分にかたどって人を創造された。 

神にかたどって創造された。 

男と女に創造された。 

28 神は彼らを祝福して言われた。 

「産めよ、増えよ、地に満ちて地を従わせよ。

海の魚、空の鳥、地の上を這う生き物をすべて

支配せよ。」 

29 神は言われた。 

「見よ、全地に生える、種を持つ草と種を持つ

実をつける木を、すべてあなたたちに与えよ

う。それがあなたたちの食べ物となる。30 地の

獣、空の鳥、地を這うものなど、すべて命ある

ものにはあらゆる青草を食べさせよう。」 

そのようになった。31 神はお造りになったすべ

てのものを御覧になった。見よ、それは極めて

良かった。夕べがあり、朝があった。第六の日

である。 

 

賛美 59「この地を造られた」 
 

 

 
 

 

説教 「神のパートナー＝人間」 
 
 
 

賛美 426「私たちを生かす」 

  

 
 

 
 

 

派遣 
 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

            わたしを遣わして下さい。 
 

祝祷 
 

アーメン 

  
 

 
 

後奏 ｢我等の祈りが主のみもとに届くように｣ 

（A.ﾏｳｼﾞｪﾘ） 

 
 

司 式 塩冶 みはる 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 大代 恵 

 
※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

※讃美歌の最後には、基本的に「アーメン」を付けません。 

 


